
第43 回大 会〕

D 55 ドラム式衣類乾燥機の乾燥性能　その２

東京ガス（株）　商品開発部　 ○梅沢　潔，杉山　淳子，板垣　雅治

被　服　153

［目的］　各種ドラム式衣類乾燥機の乾燥性能評価結果から，熱源の違いによる乾燥性能（特に乾燥

時間）に差があることが分かった．しかし，この結果はセンサー性能や乾燥性能に及ぼす構造的要因

を含んでいる．今回は，それらの条件を一定にして，単位時間当りの入力熱量（以下インプットと省

略）と乾燥時間の関係を調べることを目的とした.

［方法］　試験布は,  4Kgの半袖メリヤスシャツ（綿100^）を用いた．この際，初期重量はのり落しの

ために温水洗濯５回を繰り返して行い，衣類乾燥機で過乾燥状態にした後，室温20℃, 相対湿度6郎の

恒温室で１昼夜干した後に測定した．実験は，試験布を10 分間水に浸し現在市販されている全自動洗

濯機の平均脱水率6oj;まで脱水を行った．乾燥は，試作したドラム式ガス衣類乾燥機を用いて，10分毎

に取り出して迅速に重量l'i定を行い乾燥率loμ以上に速するまで継続した.

［結果］　乾燥過程における乾燥初期から自由水分が蒸発する恒率乾燥期終了までの時間は，インプ

ットが大きいほど短くなる．しかし，減率乾燥期の時間短縮には過多なインプットを必要としない．

後者は，今回使用したドラム式衣類乾燥機においては，排気温度が65℃以上に道した場合，燃焼を停

止する．この場合，過多なインプットを与えると減率乾燥期の急激な排気温度上昇をもたらし，結果

として燃焼時間が短縮されるためである．

本実験の結果から，「ドラム式衣類乾燥機の乾燥性能　その１」における，熱源の違いによる大き

な乾燥時間の差は，「電気loov式　1.4KW  ＝1204Kcal/h 」と「ガス式　2300Kcal/h 」といったインプ

ットの差であることが分かった．
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》 前 報1)2) の 研 究 に おい て、 吸 湿 性 の 良 い 材 料 の 場 合、 主 と し て 最 内 層 で ピ ー ク 状

上 昇 が 見 ら れ た。 こ れ が 何 に 起 因 す る も の で あ る の か 表 面 温 度 を 測 定 し 検 討 し た。

》 ミ ズ リ ー型 シ ミ ュレ ー タ ー3   ’を 用い、 水 蒸% が 布を 通 過 する 水m 気 法 と、 水 滴 が

す る 水 滴 法 に つ い て、 従 来 通 り、 各層 問 温 度 及 び 水 蒸 気 圧 の ほ か、 肌 着 に 相 当 す る

の 表 面 に 温 度 セ ン サ ーを 取 り 付 け 測定 を 行 っ た。 試料 布 とし て、 羊 毛、 綿、 ピ ニロ

ア ク リ ル、 ポ リ エ ス テ ル を 用い た。

果 》 水 蒸% 法 の 場 合、 試 料 を変 え て、 表 面 温 度 の 曲 線 のピ ーク 部分 の 面 積 を 測 定 し
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料 布 の 吸 湿 量 と を 比 較 する と、 吸 湿 量 の 大 き いも の ほ ど 面 積 も 大 き く 比 例 関 係 が 見 ら れ

又、 枚 数 を 重 ね る に し たが い、 つ まり 試 料 量 が 増 え るに し た が い 図 上 面 積 は 大 き く な

た。 こ れ ら の こ と か ら、 温 度 の上 昇 は 吸 湿m  に よ る も の で あ る と 考 え ら れ た。 水 滴 法 の

合 に は、 羊 毛 やポ リ エ ステ ル の よ う に 水滴 が 広 が ら な い 試 料 と、 綿 やビ ニロ ン、 ア ク リ

の よ う に 水 滴 が広 が る 試 料 と で は、 水 注 入 直 後 の 温 度 変 化 の 傾 向 に 違い が 見 ら れ た。 一
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平 衡 法 で は観 測 の 困 難 な、 被 服 材 料 の レ イ ヤ-  ド シ ス テ ム の 気 候 学 的 な 動 的 変 化 に

知 見 が 得 ら れ た。

田、 深 山

山． 安 田

H Wang

日 本 家 政 学 会 第41 回 大 会 研 究 発 表 要 旨 集、

日 本 家 政 学 会 第42 回 大 会 研 究 発 表 要 旨 集、

and　H.　Yasuda　 ：　Teχt川ｅ　Res.   J.,   61　1 0
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